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Deep Learning を用いた AI の歴史都市分野への適用可能性

Applicability to the Historical City Sector with AI Using Deep Learning
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nowned research institutes and the world’s leading information companies are focusing on R & D from a large source. 
Attempts to implement society have also begun, and although there are aspects of excessive expectations, the social 
interest is extremely high not only for researchers, but also for the possibility of changing our lives and work areas. 

-

characteristic amount representing the image. .The results that exceeded the existing results were reported and produced 
a big development. However, it can be said that the application to the historical city area is still underdeveloped. So, in 

AI technology using such Deep Learning.
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１．はじめに

　現在、様々な分野で Deep Learning を基盤とする人工知能 (AI) 技術が注目を集めており、それに付随し

て大学や研究機関における AI 技術の開発が進んでいる。こうした技術の一部はすでに社会にも浸透してお

り過度な期待もあるのは否定できないが、人間の生活領域に変化を及ぼす可能性に対しての社会的な関心度

は高い。契機の一つには、世界的な統計競技サイト「ILSVRC(ImageNet large scale visual　recognition 

challenge)」での成果がある。画像をクラス分類する競技において、Deep Learningを用いた AIがそれまで

の精度を大きく上回ったため Deep Learning に対する注目を集めた契機となった。Deep Learning の利点と

して、画像分類を例として挙げると、学習させる画像が持つ特徴量を人が指定せずに、予め用意した画像の

クラス分類に近づくように特徴量自体を学習させられる教師なし学習がある。このような特徴量自体を学習

する特徴を活かし、対象の持つ特徴量と及び結果との因果関係の解明が複雑であった「画像認識」「音声認識」

「自然言語処理」などの分野において、既存の結果を上回る成果が報告され大きな展開を生み出した。しか

しがら Deep Learning を基盤とする AI の歴史都市分野への適用はまだまだ未発達といえる。そこで、本研

究ではこうした Deep Learningを用いた AI技術の歴史都市分野への適用可能性を試行する。　

　Deep Learning がその特性を発揮しやすい機能は対象と「分類・認識・推定・予測」の因果関係が曖昧で

複雑な事象の学習である。こうした学習にはニュートラルネットワークと呼ばれる人間の脳内のネットワー

クを模した数理的モデルが用いられる。その中でも特に主流なものとして、畳み込みニュートラルネットワー

ク (CNN) がある。本研究でも CNN を用いて、画像などに対する分類・推定を行う AI の歴史都市分野への適

用可能性の検討を行う。具体的には、街並み画像から街路名を推定する AI、訪問意欲の有無とその度合を
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